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消防指令システムの高度化等に向けた検討会

　消防庁では、近年のICT環境の変化を踏まえた消防指
令システムの高度化等に向けた検討を行うため、「消防
指令システムの高度化等に向けた検討会」を令和３年１
月に設置した。本検討を通じて、システム調達・維持コ
ストの低減、他システムとの連携による消防活動の効率
化、通報手段の多様化への対応、消防業務の効率化等を
目指すこととしている。
　本稿では、本研究会の概要や今後の予定について概説
する。

　近年、情報通信技術（ICT）は急速な進展を遂げている。
具体的には、5Gなどのモバイル通信網の高度化、クラ
ウドサービスの普及、ビックデータを活用したAI解析
技術の進歩、SNS等の新しいコミュニケーション手段の
増加などが挙げられ、文字通り日進月歩の状況にある。
　一方で、消防の迅速な活動を支える消防指令システム
は、これまで各消防本部・指令センターにおいて独立し
たシステムとして整備・運用され、多くの本部がパッケー
ジ製品をベースとしつつも機能追加等の個別カスタマイ
ズを実施してきた。そのため、システムの整備・運用コ
ストが財政上の大きな負担となっているほか、外部シス
テムとの接続や新技術の取込にハードルがあるなどの課
題を抱えている。
　消防庁では、指令システムに係る課題を具体的に把握
するため、令和2年10月～ 12月に全国17の本部に対し
てヒアリング調査を実施し、課題やニーズ等をまとめた。
さらに、令和3年2月にこれら課題やニーズ等を定量的
に把握するため、全国の消防本部に対してアンケート調
査を実施した。その結果、費用面、外部システムとの接
続、データベース移行、ユーザインターフェイスに係る
事項などについて、消防本部が実際に多くの課題を抱え
ていることが明らかとなった。

はじめに

防災情報室

検討の背景

　このような状況を踏まえ、ICT環境変化に対応し、コ
ストの低減や新規技術の取込を行うための環境整備を行
うため、「消防指令システムの高度化等に向けた検討会」
を設置することとした。
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【システム全般に係る事項】	
 強くそう思う	
 ある程度思う	
 どちらでもない	
 

あまり思わない	
 わからない	
 

(2)指令システムが備えるべき標準的な機能が整理され、定義が明確化すると良い。
仕様検討に役立つほか、予算確保にあたっても有用と考えられる。	
 

(1)指令システムの調達は機会が少なく、ノウハウが本部内に蓄積されないので、調達
マニュアルやケーススタディ等が共有されると良い。	
 

(3)システム全体が低コスト化すると良い。指令システムの構築や運用は財政負担が
大きく、将来にわたって現状のシステムを維持できるか不透明である。	
 

(4)より柔軟性の高いシステム設計とし、機能や規模の拡張性を持たせられる良い。	
 

(5)システムの専門知識を有した人材が不足している。消防本部に外部の人材活用を
含め、ICTに知悉した人材の質・量の確保が必要。	
 

(6)大規模災害等への対応は、どこまで取り組めば良いか悩ましい。コストをかければ
いくらでも信頼性を高められるが、適正な水準が分からない。	
 

(7)AI解析やRPAといった最新のICTを活用し、消防本部の業務の効率化・高度化を図る
ことが重要。	
 

全く思わない	
 

消防本部へのアンケート結果	
 

問　下記の事項についてどのように考えますか。（５段階又はわからないで回答）	
 ＜回答数：727＞	
 

図１　消防本部へのアンケート結果
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【緊急通報・外部システムとの接続】	
 

(2)代理通報事業者からの通報では、現地の状況が正確に把握できなかったり事業者毎に
通報品質のばらつきがあるので、通報品質がより向上すると良い。	
 

(1)代理通報事業者から位置情報、氏名等の情報が指令システムにデータ接続されると良い。	
 

(3)近隣本部等への電話転送に際して、位置情報等のデータも合わせて転送できると良い。	
 

(4)災害現場の状況把握等のため、通報者から現場の画像や映像を取得できると良い。	
 

(5)救命指導等のために、通報者へ動画を送信できると良い。	
 

(6)情報の正確性担保や通報者への連絡手段確保など一定の条件を前提に、将来的にデータ
通信による緊急通報を受けられるようにするべきではないか。	
 

(8)AI解析エンジン等の外部サービスを利用して、業務を効率化できると良いのではないか。	
 

(7)指令システムや周辺システムの一部機能について、クラウドを活用するべきではないか。
データのバックアップや、統計処理業務など活用の可能性は色々と考えられる。	
 

(9)地図サービス等、外部のサービスを指令システムと連携させ、指令業務に役立てられる
と良いのではないか。	
 

(10)IP無線や公共安全LTEといった携帯電話網の活用が考えられるので、指令システムとLTE
網とを結ぶインターフェイスを共通化できると良いのではないか。	
 

(11)車載端末（AVM）について、汎用品の活用などにより導入や維持管理に係る費用を抑制
することができないか。	
 

(12)近隣の消防本部や応援部隊（県内応援、緊急消防援助隊等）とデータ連携することで、
災害対応を円滑化できるのではないか。例えば、地図情報や事案データの共有など。	
 

(13)市町村の他部局が保有する情報と連携させることで、業務をより一層効率化できるので
はないか。住民基本台帳のデータや、福祉部局が持つ要援護者情報など。	
 

(15)救急業務を円滑化のため、医療系システムと連携できると良いのではないか。	
 

(14)消防本部から外部への情報提供をより円滑に行えるとよい。防災情報システムへの自動
出力や、市民向けの自動情報発信など。	
 

(16)大規模災害発生時に近隣本部の119番通報の入電状況を把握したり、通報件数が対応困
難なほど増加した際に近隣本部が代わりに受電したり、119番通報について近隣本部等と
連携できると良い。	
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(1)指令システムと外部システムを接続する場合、どのような情報セキュリティ対策を行えば
良いか分からないので、ガイドラインのようなセキュリティ基準の整理が必要。	
 

(3)可搬型端末が高機能化していくが、紛失時の情報漏洩防止等のため、使用者の認証を
適切に行うことが必要。	
 

(2)個人情報を扱うシステムであるため、自治体等の情報セキュリティポリシーや個人情報
保護ルールとの整合が必要。	
 

(4)指令システムが接続するネットワークについて検討が必要。位置情報はIP-VPNを使用して
いるとが、消防全体としてネットワークのあり方について検討が必要。	
 

(1)システム更改時に異ベンダー製品や新機種を採用した場合、データ移行にあたって多額
のデータ移行費負担や手入力作業などが発生することがあるので、より円滑にデータを
移行できるようになると良い。	
 

(2)市町村の他部局が保有する情報と連携させることで、業務をより一層効率化できるので
はないか。住民基本台帳のデータや、福祉部局が持つ要援護者情報など。	
 

【セキュリティ関連】	
 

【データベース関連】	
 

【ユーザインターフェイス】	
 

(2)近隣本部と指令員教育を共通化できるようにするため、ユーザインターフェイスを
ある程度共通化できると良い。	
 

(1)指令員に求められる専門性のハードルを下げるため、指令システムの操作がより簡易化
できると良い。	
 

(3)指令員によって使い勝手が異なるので、ユーザインターフェイスをある程度自由に
カスタマイズできると良い。	
 

(4)AI等によるアドバイス機能など、指令員のストレス軽減に役立つ機能があると良い。	
 

(5)ベンダーや本部によって用語やマークが異なっているので、ある程度共通化できるとよい。	
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図１　消防本部へのアンケート結果	
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　本検討会は、藤井威生教授（電気通信大学）を座長に
迎え、システムやセキュリティの専門家、消防本部・都
道府県関係者を委員としている。また、指令システムベ
ンダーもオブザーバとして参加している。
　検討事項について、まず総論として「①消防指令シス
テムに求められる基本的な機能」及び「②消防指令シス
テムの将来的なあり方、今後の取組方針」を検討し、合
わせて具体的な取組として「③外部システムと接続する
ための標準インターフェイス等、ICT進展を踏まえたシ
ステム環境整備」等を行うことにしている。
　このうち、消防指令システムに求められる基本的な機
能については、現状では消防本部毎の指令業務の違いや、
ベンダー毎にシステム設計の違いなどから、消防指令シ
ステムの機能や構成が多様であるため、本検討会におい
て、まずは指令業務の大まかな業務フローを整理し、そ
の後に業務の実態に合わせてシステムの基本的な機能を
整理することにしている。

「消防指令システムの高度化等に向けた検
討会」の概要

業務の流れ	
 

業務概要	
 
	
 

※平常時を想定　
した内容	
 
（大規模災害時は
大きく変化する
場合あり）	
 

119番通報受付	
 
災害地点・種別	
 

決定	
 
予告指令	
 出動隊編成	
 出動指令	
 出動	
 現場活動	
 活動終了	
 

•  119番通報を基
本に、多種多様
な通報を受付。	
 

• メール119や
Net119等の一部
通報手段は、指
令システムとは
連携せず専用端
末で受付。	
 

※受付ける通報手
段は本部によっ
て多様。	
 

• 通報者からの聴
取情報（住所、
目標物等）や位
置情報通知シス
テムから通知さ
れる位置情報な
どを基に、災害
地点を決定。	
 

• 通報内容を基に、
災害種別（火
事・救急・救助、
等）を決定。	
 

• 警防・予防情報
等を指令システ
ムに連携し、地
図上などに表示	
 

• 関係する署所
端末に合成音
声／指令員の
音声、文字情
報で予告指令。	
 

• 車載端末に文
字情報で予告
指令。	
 

• 関係する消防
団員にメール
で予告指令。	
 

※予告指令を行
わない本部も
多く存在	
 

• 地域ごとの出動
計画に基づき、
災害種別、災害
地点、車両の位
置・活動状況に
応じた部隊を自
動編成。	
 

※災害の内容や他
の災害状況に合
わせた手動編成
もあり	
 

※指令センターが
隊編成を行わな
い場合もあり	
 

	
 

• 関係する署所端末に
合成音声／指令員の
音声、文字情報で出
動指令。	
 

• 車載端末に文字情報
で出動指令。	
 

• 関係する消防団員に
メールで出動指令。	
 

• 上記と同時に署所の
プリンタに指令書を
連携。	
 

• 消救無線等で、適宜、
部隊と情報連携。	
 

※上記とは異なる運用
も多く存在	
 

• 消救無線等で
適宜、部隊と
情報連携。	
 

• 高所カメラ等
を用いて現場
情報を収集。	
 

• 車載端末から
自車位置情報
等を指令シス
テムに連携。	
 

• 消救無線等で
適宜、部隊と
情報連携。	
 

• 車載端末で自
車活動状況を
指令システム
に連携。	
 

• データベース
に収集された
事案情報（出
動時刻、搬送
先病院等）を
活用し、署所
にて活動報告
書を作成。	
 

指令業務の業務フロー	
 ※今後の検討を通じてより詳細化を進める予定。	
 

（外部システムとの連携例）	
 

通報手段	
 

電話回線	
 

データ通信	
 

気象情報システム	
 

★指令システム	
 

指令管制	
 

署所端末　等	
 

車載端末	
 　	
 	
 	
 

消防団端末	
 　　	
 　	
 

業務管理システム	
 

消救無線　等	
 

高所カメラ　等	
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図２　通信指令業務の流れ（概要）	
 

図２　通信指令業務の流れ（概要）
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図３　標準インターフェイスのイメージ	
 

図３　標準インターフェイスのイメージ

　また、「標準インターフェイス」について、消防指令
システムの高度化等に向けたシステムの環境整備とし
て、まずはデータの出入り口である標準インターフェイ
スを構築することにした。標準インターフェイスは機能
ごとに順次構築する予定であり、現在は「緊急通報に係
るデータ通信」と「モバイル網への接続」について取り
組んでいる。これら標準インターフェイスが完成するこ
とで、将来的には外部システムとの連携や一部機能のク
ラウド化など、消防指令システムの高度化等が可能にな
る想定である。

　消防庁では、本取組の成果が消防、社会の両方にとっ
て有益なものになると考えている。
　消防の観点では、調達時の競争性確保やクラウドの利
用、外部システム接続時の改修コスト低減などによるシ
ステム調達・維持コストの低減、近隣消防本部や消防庁、
自治体の他部局などの他組織とのシステム連携による広
域応援や救急活動の円滑化、様々な通報手段を一元的に
受信可能とすることによるシステム改修コストや通信指
令員負担の低減、活動報告や統計関連、計画策定などの
事務作業の効率化等の効果が、将来的に期待される。
　また、社会の観点では、ICTを活用した新たな通報手
段の実現、災害時の情報発信や情報収集を円滑化するこ
とによる災害対応業務の効率化、医療情報等との連携に
よる救急活動の効率化、システムのコスト低減による社
会コストとしてのコスト低減など、社会全体に資するも
のと考えられる。
　上記の実現にあたっては、単に標準インターフェイス
を整備するだけでなく、システムの設計から見直しを
行ったり、接続先の外部システムと調整したり、情報セ
キュリティに係る要件を検討したりと、検討するべき課
題は山積であるが、一歩ずつ着実に取組を進めてまいり
たい。

本取組のメリット

　消防指令システムの高度化等に向けた検討会について
は、令和３年度末までに検討結果に関する中間とりまと
めを作成する予定である。中間とりまとめでは、消防指
令システムに求められる基本的な機能、消防指令システ
ムの今後の取組方針、外部システムと接続するためのシ
ステム環境整備等の取組状況（標準インターフェイスの
要件定義書、情報セキュリティに係る検討結果等）など

今後の予定
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をまとめ、令和４年度以降の取組につなげていきたいと
考えている。
　そして、これら取組を通じて消防のシステムを高度化
し、消防機関と社会の両方にとってのメリットを生み出
していきたいと考えている。

消防指令システムの基本的な機能、	
 
将来的なあり方、取組方針	
 

外部システムと接続するための	
 
標準インターフェイス等	
 

○上記検討の続き	
 

〇中間とりまとめ骨子（案）	
 

○業務フローの標準モデル（案）の検討	
 

○将来的に取り組むべき課題の検討	
 

○基本的な機能の整理（案）の検討	
 

○将来的に取り組むべき課題の検討（続き）	
 

〇今後の取組方針の検討	
 

第３回（夏頃）	
 

（３月頃）	
 ○中間とりまとめ　※成果物イメージ	
 

　・消防指令システムに求められる基本的な機能	
 

　・消防指令システムの今後の取組方針	
 

　・外部システムと接続するためのシステム環境整備等の取組状況	
 
　　（標準インターフェイスの要件定義書、情報セキュリティに係る検討結果等）	
 

○標準インターフェイス要件定義書（案）	
 

○情報セキュリティに係る検討	
 

○標準インターフェイスの検討（続き）	
 

○情報セキュリティに係る検討（続き）	
 

【令和３年度】	
 

第５回以降	
 
（１～複数回）	
 

【令和４年度～】	
 
○今後の取組方針に基づく検討・取組	
 
○標準インターフェイスについて実証しつつ、基本設計書、標準仕様書等の策定	
 

令和３年度までの検討内容	
 

第４回（秋頃）	
 

○上記検討の続き	
 

〇標準インターフェイス（一部）の試作・実証	
 

図４　今後の検討スケジュール（想定）	
 

図４　今後の検討スケジュール（想定）


